
議  事  録 
会 議 名 釧路市障がい者自立支援協議会 第 1回 教育・療育部会・医療的ケア児・者支援検討会議 

開催日時 令和 5年 5月 17日 (水) 13:00～14:30 

開催場所 釧路市防災庁舎 5階会議室 A・B   

 

出 

 

席 

 

者 

部会員 

出席 38名 

・池田部会長 (釧路市児童発達支援センター)・高野副部会長(サポートルームのおと) 

・高橋副部会長(ゆ～ゆー)・徳泉(釧路養護学校)・金岡、犬養(鶴野支援学校) 

・大谷(釧路保健所)・佐々木(釧路市こども育成課)・清水(釧路市健康推進課) 

 ・小町(釧路市児童発達支援センター野のはな園) 

・佐藤、小杉(市立釧路総合病院)・斎藤、平山(釧路赤十字病院)・小玉(堀口クリニック) 

・佐藤(釧路地域訪問看護ステーション)・村上(あーね/ジミー)  

・島田(釧路市 防災危機管理課)・佐々木(釧路市音別町行政センター保健福祉課)  

・水島(はばたき)・森崎、畑山(くしろ地域生活支援センター)・高野(キッズセンターくしろ) 

・高嶋(ジャンプジャンプ)・高橋(かのん)・千田(シズクル)・斎藤(chouchou) 

・北田(ふみぞの訪問看護ステーション)・篠原(C’z-crew)・岸(ライク)・二階堂(バトン) 

・吉原(だいち)・連(KCシーズ)・宮田(らぽーる)・平間(わんだふる)・佐藤(うぃずけー) 

・鎌田(鶴ケ丘学園)・新山(萌の会)  

                                                (敬称略) 

その他 
 

 

傍聴者 
 

 

事務局 

出席 4名  

柿沼・林 (釧路市基幹相談支援センター) 

芹田・河津(釧路市 障がい福祉課) 

会議次第 

1. 開 会 

2. 挨 拶  教育・療育部会長 池田 和騎 

3. 議 事    

・出席者より自己紹介 

⑴ 今年度の活動内容について 

⑵ 第 7期障がい福祉計画・第 3期障がい児福祉計画の策定 

⑶ その他 

４. 閉 会 

 

 

 

 



議  事  内  容 
1.開 会 

2.挨 拶 

    釧路市障がい者自立支援協議会 教育・療育部会長 池田 和騎 

3.議 事   

   ⑴ 今年度の活動内容について 

[池田部会長より説明] 

・今年度の部会員が 44名となった。医療的ケア児・者支援検討会議の出席者も本年度から部会員と 

なる。 

 

       ・第 3期障がい児福祉計画の策定に対し、成果目標や活動指標を検討するため、このあとグルーブ 

単位で協議していただく。 

 

・本来であれば、教育・療育部会後に医療的ケア児・者支援会議を開催するところだが、どちらの会議 

も計画案に対する協議が中心となることから、今回は同時開催による一括協議となるためご了承願 

いたい。 

 

＜出席者自己紹介＞ 

 

・資料に沿って、池田部会長より自立支援協議会の組織を説明。 

・続いて今年度の活動内容について説明。教育・療育部会と医療的ケア児・者検討会議は 5月、6月、 

2月の開催を予定。9月は研修会として部会開催を予定している。部会は 4回、支援会議は 3回の 

開催を予定している。 

 

[議事に対する質疑・意見等なし] 

 

   ⑵ 第 7期障がい福祉計画・第 3期障がい児福祉計画の策定 

 

[市障がい福祉課より説明] 

釧路市障がい福祉計画、障がい児福祉計画策定要領」に沿って第 3期障がい児福祉計画成果目標 

     の確認、教育・療育部会の検討内容についての説明あり 

 

 ・本計画は、国が定める基本指針に基づき、釧路市障がい者福祉計画として策定されるものである。 

今回は前計画の「第 6期障がい者福祉計画及び第 2期障がい児福祉計画」の進捗状況や障害福祉 

サービス等の実績を踏まえて、成果目標や各サービスの見込み量等を設定し、施策の一層の充実を 

図ることを目的としている。 

 

・設定する成果目標及び活動指標について各専門部会にて審議をし、より精度の高い数値目標を設定す

るため、部会内での協議をお願いしたい。 

 

・計画策定のスケジュールでは 6月より始動するが、教育・療育部会は本日開催のため、先だって協議に

入ることに了承を得ている。部会協議後、7月上旬には部会案を提出いただき、8月に行われる全体

会や運営会において協議の内容を報告する。10月頃に計画の素案を提出し、完成案は 2月頃の予定 

 となっている。 

 

・この後、グループワークにより、資料等を参考にしながら内容を検討していただきたい。 

 

 

[池田部会長] 

ただいまの説明に基づき、グループワークにより、成果目標シート、活動指標シートの各項目について 



協議していただきたい。 

 

《グループ討議》    30分 

 Aグループ～Fグループ(6グループ)に分かれ次の内容を協議する。 

         

◎ 成果目標シートの協議概要 

障害児支援体制の整備等について 

  ①児童発達支援センターの設置 

  ②障がい児の地域社会への参加・包容（インクルージョン）推進体制の構築 

  ③重症心身障がい児を支援する児童発達支援等の確保 

  ④医療的ケア児支援のための保健・医療・障害福祉・保育・教育等の関係機関の協議の場の設置及び 

   医療的ケア児等コーディネーターの配置 

 

◎活動指標シートの協議概要 

 前期の増減率を踏まえた児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援・障害児相談支援の 

 令和６年から令和８年の活動指標の数値設定 

 

《各グループからの意見および協議内容》  

・情報発信の方法の検討が必要である。全体の医療的ケア児の把握を行ってほしい。 

・サービスを使っていない人の話も聞いてみたい。 

・児童発達支援センターについて「充実を図る」とあるが具体的に教えてほしい。 

・サービス支援の内容についての情報発信等が足りないのではないか。 

・障がい児の地域社会への参加、インクルージョンについてどうなっているのか知りたい。 

・医ケアコーディネーターの動きについて知りたい。 

・放課後等デイサービスの利用の仕方が安易になっているので、インクルージョン推進のためにも計画相 

談と児童館の連携があると良いのではないか。 

・「地域参加」については、具体的には何をさすのか。 

・不登校のお子さんがどの位いるのか、また現状を知りたい。 

・医療的ケア児のレスパイトが不足している。        

 

 [池田部会長] 

  ・今回いただいたご意見をもとに役員会で最終協議し、次回の部会で報告の上、了承をもって最終 

部会案として提出したいと考えているので、よろしくお願いしたい。 

 

⑶その他 

     [池田部会長より説明] 

      ・6月の教育・療育部会 医療的ケア児・者検討会議は、協議テーマを事前にお示しした上で案内した 

い。今回から部会員が大幅に増えたことから、議事の協議議事や部会員参加集約作業等の増大にて、

副部会長を増やしたいと思っている。役員で個別に打診の上、6月の部会までに人選したいと考えて 

おり、副部会長を増やすことについて、この場で了承を得たいと思います。 

この件についてご意見等はありますか? 

[意見なし] 

特に異論がないようなので、副部会長を増やして運営を進めたい。ご協力ありがとうございました。 

 

４.閉 会 

 

 

 


